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SUMMARY 
The purpose of this study is to show how educational support might improve the literacy skills 
of Japanese language learners with developmental dyslexia. The paper first provides basic 
information on developmental dyslexia and reviews previous research on various educational 
supports. It concludes with a discussion on the implications of these research findings, 















的用語として使われている（上野, 2006）。日本では、アメリカに送れること 30 年、
1997年に当時の文部省の調査研究協力者会議がアメリカの LDの考え方をぼぼ踏襲す
る形で次のような定義を示した。 

















様な支援が展開されているのである（池田・守時, 2014；池田, 2015）。 
















































の順に難易度を示す」などが先行研究で報告されている（Snowling, 2000; Lawrence, 
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 Ａ：二重経路カスケードモデル（Coltheart et al, 1993） 
   このモデル以前に示されたロゴジェン・モデル 1（logogen model：Morton, 1983）、
相互活性化モデル 2（interative activation model： Rumelhart & McClelland, 1982）、













 Ｂ：並列分散処理モデル（Seidenberg & McClelland, 1989） 





















                       図３ PDP モデル 




  図２ 二重経路カスケードモデル 








  発達性ディスレクシアの出現率は、英語圏で約 3％～10％（Snowling, 2000）、5％～
17.5％（Shaywitz, 1998）、ドイツ語圏では約 5％（Landerl, Wimmer & Frith, 1997）、イ
タリア語圏では約 1％（Faglioni, Gatti, Paganoni & Robutti, 1969）と報告されており、
言語によってその出現率は異なっている。日本語においては、Hynes et al (2000)では



























告している（Hoien and Lundberg, 2000; Hulme et al., 2005;, Lundberg, 2002; Ramus et al., 
2003; Snowling, 2001a, 2001b; Szenkovits and Ramus, 2005; Vellutino et al., 2004; Bruck, 
1993; Elbro et al., 1994; Rack et al., 1992）。 
 音韻処理能力（phonological processing）とは、文字を音に変換する decoding の際に
音声言語の音韻構造を用いるための操作能力のことで、音韻意識（phonological 






告が多く（森田・中山・佐藤・前川, 1997 ; 大石, 1997 ; 大石・斎藤, 1999; 若宮ら, 2006）、
音韻意識が読みの獲得にとって重要であることが報告されている（天野, 2005; 高橋, 
2001）。日本語における音韻意識とは、例えば「ことば」という語が/ko//to//ba/という
3 つのモーラ（拍）からできている 4 とか、単語の最初の音（語頭音）が/ko/であり、
この単語から語頭音をとったら/to//ba/「とば」になるという認識や操作のことで、天
野（2005）は、次のように述べている。 











































   
図４ 音節モデル構成のための積み木    図５ 音節構造モデル例 



















































































































































































4  音節とモーラ（拍） 










立が容易になる現象を言う。詳細は Sidman (1971)参照。 
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